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痛ましい事故が起ってしま
った。大会レース中に路上に
倒れた大田さんが救命治療
の甲斐なく他界された。 
故人のご冥福を祈りたい。 
 
2006 年 3 月 26 日 栃木県矢板市 
第 32 回全日本オリエンテーリング大会 

 

競技中に参加者が死亡 
2006 年 3 月 26 日、第 32 回全日本オ

リエンテーリング大会（主催：日本オ
リエンテーリング協会）において、M70A
参加の大田基氏（MOK）が競技中に急逝
された。享年 73 歳。 

コース途中で倒れた大田氏を助けよ
うと、現場を通過する多くの参加者が
競技を中断し救命にあたった。救急車
も到着して救命治療が行われたが、残
念ながら及ばず死亡に至った。 

 
オリエンテーリング大会で過去に死

亡事故が発生した事例は、海外ではあ
るが日本国内では初めて。特に日本オ
リエンテーリング協会主催の全日本大
会という舞台で発生してしまったこと
に対して、関係者はショックを隠せな
い様子。 
 

救命は参加者頼み 
日本オリエンテーリング協会始まっ

て以来の大事故ともいう今回の死亡事
故。今回と同じように、運動中の心肺
停止という事例は、実は多くのスポー
ツで報告されている。もっとも私たち
の印象に残っているのは皇族の故高円
宮憲仁さまが 2002 年 11月 21 日にスカ
ッシュを楽しんでいるとき、心室細動
のため逝去されたことだ。 

この高円宮さまの事故をきっかけに、
除細動器（AED）が公共の場所に配備さ
れ、徐々に整備されている途中である。
2005 年に行われた愛・地球博では多数
の除細動器（AED）が会場に配備された
と聞く。 

 
今回の大田氏の症状が仮に除細動器

（AED）によって対応できるものであっ
たとしても、今回のケースに対応する
ことは非常に難しいと思われる。 

それはオリエンテーリングが非常に
広大な競技エリアを使用すること、決
まったルートを取らないといった、オ

リエンテーリングの特性によるもので
ある。こうした突発的な事故に対して、
頼りになるのは、同じテレインで競技
している他の競技者のみということに
なる。 

 

初期救命にあたった参加者 
 私が現場に遭遇したときは、大田氏

がうつ伏せに倒れられており、2～3 名
の競技者とスタッフの方がおられまし
た。「今本部に連絡をとった」というこ
とでした。 

最初、大田氏はアスファルト道路の
真ん中に倒れていました。転倒して怪
我をした程度と思い、道の端へでもか
わしてあげたら自分は競技再開するつ
もりでした。 

少し道の端へ移動させながら姿勢を
変えてみると、額に打撲傷があり鼻血
も少し出ていました。ところが、いく
ら呼びかけをしても意識が戻らず、 

これは本部から来る看護士を待つし
かないと思いながらも、呼びかけをし
ながら通行車からの安全を確保する程
度のことしか出来ませんでした。それ
以上の処置は思いつきませんでした。 

 
看護士が到着して、すぐに救急車の

手配が行われました。そしてすぐに人
工呼吸、心臓マッサージを始めました。 

最初は2-3名しか居なかった現場も、
救急車が到着するまでには50名程度の
参加者が通過し、人も溜まって救命処
置が行われました。 

「大丈夫ですか、しっかりしてくだ
さい」と救急車が来るまで常に声を掛
けておられた W21A の女性。 

地名を聞くために近くの民家へ 2 回
(多分)走られた男性。 

マウスTOマウスの人工呼吸を一人で
頑張られた男性。 

心臓マッサージをされた数人の男性 
 
救急車がやっと到着し、救急士の人

から「もう皆さんは離れてください」
という指示がありました。救急の状況
を少し見た後、スタッフの方に「もう
必要ないでしょうから競技に戻りま
す」と言って、競技を再開しました。 

この間 24～5 分でした。看護士、救
急車それぞれの到着までずいぶん長く
感じました。 

 
当初の数人では、どうしてよいかと

ても不安でした。あとから考えればす

ぐにわかりそうなことでも、そのとき
はなかなか気が回りません。もう少し
良い介抱のしてあげ方はなかったか、
今後仮にそんな場に遭遇したら、もっ
とより良いやり方が出来るよう勉強し
ておきたいとの思いが強いです。あの
場に居合わせた方、おそらく全員がそ
うであろうと思います。 

 

参加者にも精神的ダメージ 
大田氏は誰もいない山の中で倒れた

のではなく、多くの競技者が通過する
路上で倒れた。そのためオリエンテー
リング競技中の事故としては発生から
早めの救命が開始されたようだ。 

いろんな人からの証言によると、現
場での初期救命法も適切なものであっ
た。ただ、現場は会場から遠く離れて
いたため、除細動器（AED）を使用する
ことができなかった。 

救命にあたった参加者はベストを尽
くしたにも関わらず結局、救命できな
かった。 

「もっとうまくできれば救命できた
のではないか。」 こうした自己追求が、
救命にあたった参加者に大きな心の傷
となって残っているようだ。 

 

静かだった会場 
一方、大会会場である矢板運動公園

は静かだった。救急車が会場に来てい
ないので、会場に居た人は誰も事故に
気付かなかった。 

全日本大会会場では予定通り表彰式
が行われ、JOA の新ロゴの投票が行われ
たりと終始おだやかな雰囲気の中大会
は終了した。 

大田氏が倒れた時間帯よりも早く現
場を通過した競技者は最後まで事故に
気付かず会場をあとにしている。  

 
その後の関係筋の情報によると、大

田氏の死亡原因は高血圧の要因による
急性心筋梗塞での病死と診断。告別式
は 2006 年 3 月 29 日に盛岡市で行われ
た。 

（木村佳司） 
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